
記入者名
記入年月日
学部・研究科名
学科・専攻等名
コース等名

授業科目名 授業科目の主題（箇条書）
（この授業科目における中心となる題目・問題・テー
マ等を箇条書に記入する。）

授業科目の到達目標（箇条書）
（この授業科目の学習後に到達すべき最低限の（行動）目標を学生
が主語で行為動詞を使用して箇条書に記入する。）

A.広い視野にたった教養・
コミュニケーション能力・プ
レゼンテーション能力・国際
性が養われていること。

B.工学に携わる技術者と
しての倫理観を育成し、材
料技術者として社会に対
して責任ある行動と判断
ができる能力や知識を身
につけていること。

C.実験・演習・実習などを
通して、技術者としての
応用能力・思考能力が育
成されていること。

D材料に関する基礎知識
と応用技術を身につけ、
材料の研究や開発に展
開できる能力を身につけ
ていること。

D-1材料の構造・性質に
関する物理・化学・数学
の基礎学力を身につけて
いること。

D-2材料科学の基盤とな
る専門知識（有機化学・無
機化学・物理化学、物理
学など）を身につけている
こと。

D-3材料の合成・評価に
関する実験技術を身につ
けていること。

D-4具体的な機能材料の
性質を原子・分子のレベ
ルから理解し、幅広い分
野へ応用できる能力が育
成されていること。

基礎セミナー

(1)日本語による文章表現方法の基本を身に付ける。
(2)自分の意見を口頭で発表する方法を体得する
(3)数値データを表現する方法を身に付ける。
(4)与えられた課題について資料を収集しまとめる方法を知る。
(5)パソコンを使用して口頭発表する方法を体得する。

1.人の説明をメモを取りながら理解することができる。
2.環境問題に関心を持ち、主体的に調査する。
3.積極的に授業に参加し、質問や議論ができる。
4.・ わかりやすい技術報告文が書ける。
・ 自分の意見を口頭でわかりやすく発表できる。

・ 数値データを的確に表現できる。
・ 与えられた課題について資料を収集し要領よくまとめることができる。
・ 自分が調べたことを、パソコンを使用してわかりやすく口頭発表できる。

◎ ○

情報処理演
習

(1)パソコンの操作法、文字入力、ワープロ文書作成、
(2)山口大学におけるコンピュータシステムおよびネットワークシス
テムの概略、
(3)個人情報の管理方法、電子メールによる情報交換、
(4)インターネットWWWによる情報収集、
(5)表計算ソフトによる・グラフ作成・数値処理、初歩的な数値処理
プログラミング・表・グラフ作成などについて

1.インターネット利用に関わるセキュリティおよびエチケットの問題点が指摘できる。
2.表計算ソフトを利用して、数値処理が出来る。
3.コンピュータの利用にかかわる社会的責任について関心を抱く。
4.簡潔さ、明解さ、礼節を有する電子メールが送信出来る。ワープロソフトを利用した
文書の清書・推敲ができる。
5.インターネットを利用し必要な情報が検索できる。

◎ ◎

TOEIC準備

(1) TOEICテストの出題形式に慣れ、パートごとに問題への対応
の仕方を理解する。特に、スピーディーな英語を聞き取り、情報を
処理することに慣れる。
(2) 自習課題を通して、「自学自習」の習慣を身につける。
Listening Comprehensionに慣れるため、自習課題を通して、少な
くとも週6日1日1時間の英語の「自学自習」の習慣を身につける。
(3) 自習課題の成績や、TOEICの各パートの正答率などをもとに
自己の英語力を確認し、受講者自ら6月TOEIC IPテストでの目標
点を設定する。

1.TOEICテストの出題形式に慣れ、パートごとに問題への対応の仕方を理解する.
2.情報の検索力・収集力、提示された情報から求める情報を推察する力を養う。
3.課題（自習課題やその他の課題）をきちんと行い、期限内に提出する。
4.１日１時間の自学自習の習慣を形成する。自己の英語力を確認し、向上しようとす
る態度を養う。
5.自習課題の基本文が８割程度聞き取れるようになる。スピーディーな英語を聞き取
り、また、読み取り、情報を処理することに慣れる。

◎

数学I

(1)１変数関数の微分、積分に関して、簡単・具体的な計算を通し
て基礎的な概念を理解する。
(2)得られた知識を活用していろいろな計算ができる。

1.１変数関数の微分・積分に関する基礎的概念を理解し、それをもとに簡単な計算が
できる。
2.習得事項をうまく適用して、１変数関数の微分・積分に関する計算ができる。
3.答案で自分の思考過程や計算過程をきちんと述べることができる。

◎

数学Ⅱ
(1)２変数関数の微分、積分に関して、簡単・具体的な計算を通し
て基礎的な概念を理解する。
(2)習得した知識を活用していろいろな計算ができる。

1.2変数関数の微分・積分に関する基礎的概念を理解し、それをもとに簡単な計算が
できる。
2.習得事項をうまく適用して、2変数関数の微分・積分に関する計算ができる。
3.答案で自分の思考過程や計算過程をきちんと述べることができる。

◎

物理学Ⅰ

(1)運動の記述、運動の法則、基礎的な物理量について、初等的
な微分・積分を使って論理的に見通しよく理解すること。

1.力学と数学（ベクトル、微分・積分など）の関係の理解
2.簡単な例題への力学の適用ができること
3.日常の現象の力学的理解への興味 ◎

物理学Ⅱ

(1)様々な材料を作製・評価するために必要な、物理学の基礎学
力を育成する。

1.電磁気学の基礎的事項が理解できる。
2.材料の性質を電磁気学的観点から理解して、電子材料・デバイスへ応用できる。

3.日常生活における事象をとおして、電磁気学の役割に関心をもつ。 ◎

化学Ⅰ

(1)無機化学や物理化学の基礎を習熟し、実際の身の回りの現象
を化学的（科学的）に説明できること。
(2)専門科目への橋渡しとしての必要な概念も習得させる。

１.モルや濃度などの化学基本単位を理解する。
２.原子構造、化学結合や分子の形など物質の基本構造について理解する。
３．酸塩基反応や酸化還元反応などの化学反応の基礎について理解する。
４．化学熱力学、化学平衡や反応速度など化学反応の物理的な解釈について理解
する。

◎

化学Ⅱ

(1)有機化学の基礎: 有機化学の歴史及び有機化合物の特徴を
学び、有機化学の基礎概念を理解する。
(2)有機化合物の性質: 有機化合物を炭素、酸素、窒素系列に分
類し、その分子の性質、合成方法、反応について学ぶ。
(3)有機化合物の応用: 天然有機化合物、合成高分子化合物、最
近の環境化学について学び、身近で利用されている有機化合物
の理解を深める。

1.有機化合物の分子構造や性質を理解する。
2.生活の中での有機化合物の存在及びその必要性を考える。
3.将来の自分の専門分野と有機化学物質との関連を学ぶ

◎

物理学実験
Ｂ

(1)物理学実験では、力学・熱力学・光学・電磁気学の分野におけ
る基本Ｔけいな物理現象や原理・概念を説明できるようにする。
(2)「ものづくり」のための基礎技術と初歩的な技術作文の書き方

を身につけること。

1.実験テーマの物理的な原理を説明できる。
2.仮説と仮定を立てて、実証・検証するという手法を習得する。
3.身の回りの現象について、なぜか？という疑問を抱く。
4.抱いた疑問に対して、興味と関心を持って接する。
5.各実験で扱う測定機器を扱えるようにする。
6.技術作文が作成できるようにする。

7.チームワークの方法について、創意工夫を行う。

◎

カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

2006年4月1日
工学部
機能材料工学科

学科・研究科等のGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）学科・研究科等のカリキュラム

学部・研究科の教育目的（具体的に記述・箇条書き）
1.様々な材料を評価する為の物理・化学・数学の基礎学力。
2.基礎的な専門学力、技術力
3.材料技術者としての倫理観

学科・専攻科等の教育目的（具体的に記述・箇条書き）
4.世界的視野にたったコミュニケーション能力
5.習得した技術・知識を社会に還元する能力を身につけさせ、社会に貢献しうる人材を創出する。



化学実験B

(1)有機化学実験、分析化学実験、物理化学実験、および総合実
験から指定された二つの実験を行う。
(2)有機化学実験では化粧石けん等の合成
(3)分析化学実験では金属陽イオンの分析
(4)物理化学実験ではコンピュータを用いた計算とグラフや分子構
造の図形表示
(5)総合実験では身のまわりにある物質の化学的性質や反応を調
べる。

1.分析化学実験、有機化学実験、物理化学実験、総合実験において、そのいくつか
の実験の基礎を理解する。
2.化学反応や化学物質と人間生活のかかわりが判断できる。
3.実験操作の意味や化学反応の背後にある化学的考え方に関心もつ。
4.実験を通じて問題解決意欲をもつ。
5.実験にふさわしい心構えをもつ。
6.身の回りにある物質の化学的性質や反応に関心をもつ。
7.安全な操作ができる態度をとる。
8.基礎的な定性分析ができる。
9.簡単な有機化合物が合成できる。
10．コンピュ-タによる計算や解析ができる。
11.実験報告書が書ける。

◎

線形代数及
び演習

(1)同次連立方程式の可解性、逆行列の存在性、行列式、ベクト
ルの１次独立・１次従属性が密接に関係していることを理解。

(2)行列の固有値・固有ベクトルを求められるようになること。

1.行列、行列式の演算が自在にできる。
2.連立方程式、逆行列、行列式、ベクトルの関係を理解する。

3.行列の固有値・固有ベクトルが求められる。 ◎

常微分方程
式及び演習

(1)微分方程式とその概念を理解し、解法などの計算方法を習熟
する。
(2)変数分離形などの１階の微分方程式および、定数係数の常微
分方程式の解、一般解、特解などの求め方について理解し、解法
に習熟する。
(3)特性多項式を作ることができその解をもとに、もとの微分方程
式の解を求めることができる。
(4)連立常微分方程式を学ぶと同時に、行列の指数関数を学ぶ。

１．微分方程式とは何か、その解とは何かが理解できる。
２．１階の微分方程式を解くことができる。
３．定数係数の常微分方程式の解法が理解でき、計算に習熟する。
４．特性多項式を構成し、解を求めることができる。

５．連立常微分方程式の解を求めることができる。行列の指数関数に習熟する。
◎

応用解析I

(1)線形代数での直交基底によるベクトルの表現とフーリエ展開の
類似の概念を理解。
(2)与えられた関数を三角関数系による無限級数(フーリエ級数)に
展開する方法やフーリエ積分を用いて表現する方法を修得する。
(3)フーリエ級数、フーリエ積分を応用して、工学の研究の中で現
れる代表的な偏微分方程式の境界値問題についてその解を求め
る方法を学ぶ。

1.与えられた関数の三角関数系によるフーリエ級数展開が正確にできる。
2.フーリエ級数の基本的な概念を理解した上で、偏微分方程式の境界値問題の解を
求めることができる。
3.フーリエ積分やフーリエ変換の基本的な概念を理解した上で、常微分方程式の初
期値問題や偏微分方程式の境界値問題の解を求めることができる。
4.論理的な思考過程を通して、問題に取り組むことができる。
5.理解できた部分と理解できない部分が明確に識別できる。
6.何事にも興味をもち、自ら進んで新しい概念に取り組むことができる。
7.理解できない部分を理解できるまで考え抜く集中力と忍耐力をつける。
8.数学のさらなる勉学意欲を持つ。
9.新しい概念を知り、驚き・喜びを感じ、感動を覚えることができる。
10.数学の必要性を再認識し、より高度な数学に興味を持つことができる。
自分の思考過程を正確に表現でき、また正確に人に伝えることができる。

◎

応用解析II

(1)複素数の極座標表示や指数、対数、ベキ根の計算ができるこ
と。
(2)正則関数の性質を理解すること。
(3)留数定理を利用して実積分の計算ができること。

1.複素数、複素関数、複素微分、複素積分の理解。 ◎

数値解析
(1)主な数値解析スキームについて原理を解説し、運用に習熟し、
収束性などの理論的考察する。

1.数値解析の基本的な知識を得る
2.数値の扱いに慣れる ◎

確率統計 ◎

基礎材料物
理学

(1)光や物質の微粒性・波動性の2重的な性格の理解
(2)前期量子論であるボーアの原子模型の理解
(3)量子力学の基本法則
(4)簡単な系でのシュレーディンガー方程式と解法、その物性への
関連

1．ミクロな粒子が従う基礎物理学である量子力学を理解し、光子・電子などミクロ粒
子　 が古典物理学とは全く異なる物理学により説明されることを理解することで、原
子・分子・固体の物性を理解する基礎を築く。
2. 光子・電子の粒子性と波動性について実験事実も用いて理解する。
3. 前期量子論であるボーアの原子模型について理解する。
4. 量子力学の基礎方程式であるシュレディンガー方程式を導出し、これの基本的な
性質　 について学び、無限井戸ポテンシャルに閉じ込められた量子などの簡単に問
題を例に　 して、シュレディンガー方程式の解法を習得する。
以上により、量子力学に基づく思考ができるようにする。

◎ ○

基礎材料化
学

(1)原子・分子の特徴を理解し、元素記号を認識し、使用できるよ
うにする。
(2)化学的に、物質量を説明できるようにする。
(3)周期律を理解し、物質の状態を説明できるようにする。
(4)物質の機能の基礎を解説する。
(5)有機・無機物質の基礎を理解し、それらの化学的変化を説明
できるようにする。

1.機能材料工学を理解する上で重要な化学分野の基礎学力を有する。
2.さまざまな材料の性質や機能を原子・分子のレベルから理解し、それらを関連分野
に応用できる基礎学力を有する。
3.自然・環境や持続的社会の視点で物事を考えることが出来る。

◎ ○

電子材料物
理学I

(1)水素原子の電子状態
(2)電子スピンと多電子原子状態の記述
(3)分子の電子状態
(4)固体の電子状態

1.ミクロな粒子が従う基礎物理学である量子力学を理解。
2.光子・電子などミクロ粒子　 が古典物理学とは全く異なる物理学により説明される
ことを理解。
3.原子・分子・固体の物性を理解する基礎を築く。
4.量子力学を用いて、(1) 水素原子の電子状態、(2)電子スピンと多電子原子状態の
記述、(3) 分子の電子状態、(4)固体の電子状態について学ぶ。
5.原子・分子・固体の電子物性の基礎的な思考ができるようにする。

○ ◎

材料無機化
学

(1)基本的な無機化学物質の性質の理解，
(2)化学平衡理解，
(3)反応の定量的な計算能力を養う．

1.基本的な物質の化学的性質および酸・塩基，錯体，溶解度，酸化還元などの化学
平衡に関して理解する．
2.化学反応に関連して，物質の定量的扱いができる．

○ ◎

材料有機化
学I

(1)原子，分子の概念を理解，
(2)有機分子形成の基本的ルール，
(3)化学構造と物理的性質，反応性，
(4)簡単な有機分子から複雑な有機分子へと思考の展開，
(5)簡単な有機分子を例に材料としての物性を理解するための基
礎知識を習得．

1.有機化学の基礎を理解し，有機材料，特に有機電子材料の機能性などのよう
に直接，視覚で観測できない現象を分子レベル，電子レベルで考察出来るよ
うな高度な科学，化学知識の習得
2.講義で得られた基礎的な知識を吸収，それを展開させる思考力を養う．
3.身の回りにある様々の物質,現象に注意，関心を払い，自ら科学，化学的に解
決しようとする意欲を養う．
4.化学に対する苦手意識をなくす
5.化学用語の意味を理解し，適切な表現で質問することができる
6.自分の不得意分野，得意分野を認識できる
7.９０分授業を静聴するする忍耐力，集中力を養う

○ ◎

材料物理化
学I

(1)物理化学の基礎
(2)気体の性質と法則
(3)熱力学第一法則
(4)エンタルピーと熱化学

1.熱力学で使われている言葉を使って、物質の状態、状態の変化、それにともなうエ
ネルギーの出入りについて議論ができる。
2.熱と仕事、エンタルピー変化とその温度変化を計算することができる。

○ ◎

マテリアルサ
イエンス入門

(1)材料の実際を知り、材料の科学技術の常識を解説する。
(2)材料の科学技術の基礎を解説する。
(3)機能性材料についての専門用語について。
(4)機能性材料について、詳細な説明法を解説する。
(5)科学技術と人類の幸福について考える。

1. 無機材料（半導体、金属を含む）・有機材料（高分子材料を含む）の特徴を述べる
ことができる。
2.各材料の例として、具体的な物質名を列挙できる。
3.各材料の機能と性質を説明できる。
4. 材料に関する専門用語を説明できる。

◎



情報処理及
び演習

(1)Excelを用いて一般的な科学技術計算と演習。
(2)Excelを用いてデータの処理・分析を行い、発表に使える表や
図・グラフを作成。
(3)問題解決のためのフローチャートを作成し、BAISCにより簡単
なプログラミング。

1.Excelを用いて、様々な関数やデータのグラフを描く手順を説明できる。
2.表計算機能で行列や多元連立一次方程式を計算する手順が説明できる。
3.表計算機能で関数やデータの微分・積分を簡単に計算する手順を説明できる。
4.表計算機能で基本統計量の簡単な計算手順を説明できる。
5.付属のBasicを用いて、プログラムを作成し、実行する手順を説明できる。
6.Basicプログラムの基本を説明できる。
7.表計算機能により、どのような科学技術計算が可能か指摘できる。
8.Basicによるプログラミングで、簡単な科学技術計算を行う手順を指摘できる。
9.Basicによるプログラミングで、どのような科学技術計算ができるか指摘できる。
10.コンピュータだけでなく、携帯電話や電気炊飯器など家電製品の隅々までプログ
ラムによって稼働していることを実感する。
11.Excelを自由に使いこなし、計算問題やデータを効率よく処理・整理できる。
12.自分の必要とする現象を数式化し、その解決手順を考えることができる。
13.簡単なアルゴリズムに基づいて、プログラムを作成できる。

◎ ◎

外国語文献
購読

(1)外国語、特に英語で書かれて論文等を購読する。
(2)外国語の専門用語に慣れ、理解を深める。

1.外国語、特に専門用語を多く含む英語の読破能力を身につける。
2.科学や工学に関する基礎知識を外国語を通じて学ぶ。 ◎

機能材料工
学演習I

(1)有効数字を意識して、科学現象を考える。
(2)化学的に物質量を考える。
(3)化学熱力学の基礎。
(4)力学、量子力学、電磁気学の基礎。
(5)物理的および化学的総合力の基礎。

1.有効数字の意味と演算処理の原理が説明できる
2.物質量の定義について説明できる
3.気体の法則について説明できる
4.基礎的な事項をもとに応用問題に解答出来る。
5.有効桁数を考慮した四則演算ができる。
6.物質量を用いた化学量論の計算ができる。
7.気体の法則に基づいた計算ができる。
8.力学・電磁気学に関する基本的な問題が解答できる。

◎

機能材料工
学演習II

(1)沈殿平衡、酸塩基平衡に関する問題。
(2)有機化合物に関する問題。
(3)力学、量子力学、電磁気学に関する問題。
(4)熱力学第一法則、熱化学に関する問題。

1.例題を解くために必要な基礎知識を説明できる。
2.適切な解法を指摘できる。
3.他人の解答案に対して、積極的に、評価、批評ができる。
4.よく似た例題を解くことができる。

◎

ものづくり創
成実習I

(1)物質・試薬の取り扱い法、物質の質量・体積の測定法、実験
データの解析法。
(2)ガラス器具・試薬の取り扱いなどに関する安全の基礎知識お
よび安全について考える。
(3)化学量論、水溶液中における化学平衡など、無機分析化学の
基礎事項。。
(4)実験レポートを作成することにより、科学技術文の書法。

1.６テーマの実験の原理について説明できる。
2.実験結果を論理的に解析・考察するという手法を身につける。
3.水溶液中における呈色反応や沈殿生成が化学量論と化学平衡に基づいているこ
とを実感する。
4.実験方法あるいは実験結果の解析において創意工夫をすることができる。
5.実験に用いた測容器などの器具、化学天秤、pHメータなどが正しく使用できる。
6.技術作文ができる。

◎

ものづくり創
成実習II

(1)有機物を扱う実験の基礎知識。
(2)安全の基礎知識および実験操作について
(3)有機化学の反応や分子構造に関する基礎的な事項
(4)実験レポートの書き方。

1.実験操作や結果をまとめて、わかりやすいレポートが書ける。
2.安全な実験操作ができる。
3.論理的思考に基づいた考察を文章で表現できる。
4.分からない事項を自分で進んで調査する。
5.実験経過を詳細に観察できる。
6.実験書で説明している機器を取り扱える。

◎

機能材料工
学実験I

(1)固体物理、電子工学に関する基礎と応用。
(2)結晶に関する光学的、Ｘ線的性質。
(3)セラミックスの焼成とその性質。
(4)レポートを作成し、基礎力の充実と他人に報告する能力。
(5)科学技術者としての総合力。

1.実験の原理、操作、装置を理解できる。
2.実験結果を考察できる。
3.受け身ではなく自ら積極的に実験に取り組む。
4.今までに学んだ知識や技術を適用できる。
5.正しくレポートが書ける（文章、図、表を正しく書ける）。

◎

機能材料工
学実験II

(1)化学反応の速度論的な解析
(2)真空装置の基本的な取り扱い。
(3)固体表面上への気体の吸着現象とその応用。
(4)ガラスの取り扱いとガラス状態について。
(5)高分子化合物の合成とその物性の測定法
(6)紫外・可視吸収スペクトル、蛍光スペクトル、ガスクロマトグラフ
についての分析装置の分析技術。

1.反応速度解析とエネルギー、真空と吸着、ガラスの状態と取り扱い、高分子化合物
の合成法、懸濁重合、高分子溶液の粘度と重合度、ゴム弾性について実験を通して
理解を深める。
2.紫外可視吸収スペクトル、蛍光スペクトル、ガスクロマトグラフィーのの装置の原理
の理解とこれらの装置を用いた分析結果の解釈に関する理解を深める。
3.実験を通して得られた結果を如何に解析するか、どのように判断するか、思考力、
判断力、観察力・洞察力を養う。
4.得られた実験結果に基づいて、各実験項目から発展的な考え方が出来る。
5.実験についての予備学習報告書を期限内にまとめられる、実験への出席、後片付
けなど科学技術者として常識的な事項について遵守できること。

◎

電子材料物
理学II

(1)真空中のみならず物質中における電磁気現象について理解を
深める。
(2)電磁気現象の定量的扱いに慣れる。

1）真空中およびの電場および物質（金属、誘電体、磁性体）が存在する場合の電場・
磁場の扱いを理解する。
2）直流回路、交流回路の扱いを理解する。
3）電磁誘導現象について理解する。
4）マクスウェルの方程式を理解する。
5）電磁波の波動方程式およびその扱いを理解する。

◎

電子材料物
理学III

(1)電子材料及び電子デバイスの理解に必要な固体物理の基礎
について述べる。
(2)エネルギーバンド構造とその応用，半導体、固体の光学的性
質、誘電体、磁性体、超伝導体について。

1.材料物理学の専門知識が理解できる。
2.材料の性質を分子・原子レベルから理解し、電子材料・デバイスへ応用できる。
3.日常生活の中で使われている電子材料及び電子デバイスに関心を持つ。

◎

電子材料物
理学IV

(1)電子材料及び電子デバイスの理解のために、量子力学、統計
力学をベースにした固体物理の基礎について述べる。
(2)結晶構造、逆格子空間，量子力学、固体の結合，格子振動、
固体の熱的性質、自由電子論について説明する。

1.材料物理学の専門知識を理解する。
2.材料の性質を分子・原子レベルから理解し、電子材料・デバイスへ応用できる。
3.日常生活において電子材料及び電子デバイスに関心をもつ。

◎

セラミックスI
セラミックスの基礎を理解する。
化学結合、元素の周期律について解説する。

1.原子（電子）の構造、物質の成り立ちを理解する。
2.化学結合における電子の役割・挙動の基礎を理解する。 ◎

セラミックスII

(1)結晶の対称性を解説する。
(2)結晶構造について解説する。
(3)結晶構造を研究する方法手法について。
(4)結晶の性質や機能を原子・分子レベルから解説する。

1．結晶の対称性と結晶構造との関係が理解できる。
2．基礎的な結晶構造が説明できる。
3．結晶構造を調べる方法が説明できる。
4．結晶と基本的物性との関係を、結晶構造から説明出来る。
5．結晶構造から基礎的物性を推察できる。
6．未知の結晶材料の格子定数を測定できる。

◎

セラミックスIII

(1)セラミックス材料科学の専門用語を知る。
(2)セラミックスの作製プロセスを理解する。
(3)セラミックスの微構造を理解する。
(4)焼結、拡散を理解する。
(5)セラミックス特有の性質を理解する。

1.セラミックス材料の特性、固体の特徴の理解。
2.物質の微構造と物質移動。速度論的思考。
3.セラミックス材料の性質と製造工程。製造工程の工夫 ◎

材料物理化
学II

(1)物質の性質や状態変化の根本原理、一般的法則性を理解す
る。
(2)熱力学第二法則、自由おエネルギーと化学平衡について。

1.物質や状態の変化について、熱力学的に理解し説明できる。
2.評価や判断において熱力学的思考ができる。 ◎

材料物理化
学III

(1)相の変化を伴う化学過程の熱力学的概念、
(2)非電解質溶液および電解質溶液の熱力学的性質、
(3)溶液中での化学平衡、
(4)電気化学系における化学平衡

1.物質の状態変化に関しての熱力学的な理解ができる。
2.溶液の熱力学的性質の取り扱いから溶液の諸性質を理解できる。
3.電解質溶液の性質から平衡電気化学についての基礎的な理解ができる。
4.理想気体を基にした熱力学的概念を相平衡や溶液の熱力学に拡張できる。
5.溶液の諸性質の理解から溶液を用いた時に起こる諸現象を説明できる。
6.平衡電気化学の理解から化学電池の応用についての説明ができる。

◎



材料物理化
学IV

(1)機能性材料の理解および新しい機能性材料開発に欠かせな
い、原子・分子の理論的および実験的研究に関する基礎知識を
培う。

機能性材料を評価し材料設計を行うための基礎となる、原子・分子の基礎知
識を習得し理解する。 ◎

材料有機化
学II

(1)芳香族化合物を中心とした有機化合物の物性，反応性と分子
構造の関係を学ぶ．
(2)アミノ酸，糖，炭化水素の構造と役割，核酸，酵素等の生体系
を化学の対置場から学び，理解する．
(3)複雑な有機化合物の合成と分析方法を学ぶ．

1.芳香族化合物，生体分子の構造と機能性の相関が理解出来る知識を習得する．
2.機能分子の分子設計，開発を目指す意欲をもつ。
3.身の回りに存在する化学物質や成分表示に興味を持つようになる。
4.化学に対する苦手意識をなくす。
5.化学用語の意味を理解し，適切な表現で質問することができる。

◎

有機量子化
学I

(1)量子力学に基づき、有機分子の化学・物理現象を解説する。
(2)水素分子等の簡単な分子について、量子力学的取り扱いを解
説する。
(3)分子軌道法の例として、単純ヒュッケル法を解説する。
(4)ヒュッケル法により、有機分子の物理的な性質を解説する。

1. 簡単な分子のシュレーディンガー方程式を書ける。
2.変分原理から永年方程式を導くことができる。
3.単純ヒュッケル法を簡単な分子に適応できる。
4.波動関数と軌道エネルギーから、分子の全π電子エネルギーやイオン化エ
ネルギー、電荷分布や結合次数を計算できる

◎

有機量子化
学II

(1)単純ヒュッケル法により、有機分子の様々な反応性指数（局在
化エネルギー、フロンティア電子密度等）を解説する。
(2)ｗｏｏｄｗａｒｄ－Ｈｏｆｆｍａｎｎ則を解説する。
(3)フォトクロミック分子・有機電界発光・液晶・非線形光学材料等
の有機電子・光機能材料の原理と分子設計の初歩を解説する。

1. 単純ヒュッケル法を簡単な分子に適応できる。
2.波動関数と軌道エネルギーから、分子の反応性指数を計算できる。
3.Woodward-Hoffmann則より、有機化合物の反応を理論的に予測できる。
4.主要な有機電子・光機能材料を説明できる。
5.有機電子・光機能材料に興味を持ち、自分で進んで調べることができる。

◎

電子機器計
測

各種の電子機器を用いた計測の基礎知識を解説する。

1）電源（特に交流）についての基礎知識を理解する。
2）測定誤差について理解する。
3）電子部品、汎用計測器について理解する。
4）アナログとデジタルについて理解する。
5）インターフェース、計測システムについて理解する。

◎

材料分析I

(1)結晶の周期性・対称性を理解し、空間群による対称性の表記
法。
(2) 結晶とX線の相互作用、特に、結晶によるX線の回折現象の
原理。
(3)逆格子の概念を修得し、逆格子とX線回折条件との関係。
(4) 構造因子の計算方法を修得し、構造因子と結晶の対称性との
関係。
(5) 回折強度の計算方法を修得し、回折強度を支配している諸因
子。
(6) X線回折を利用した原子配列の決定手法（X線結晶構造解析）
の原理．

1. 対称要素の種類とそれぞれの対称操作を説明できる。
2. 結晶の対称性を考える上で、なぜ空間群の概念が必要かを説明できる。
3. X線の性質とX線と物質の相互作用について説明できる
4. X線回折の原理が説明できる。
5. 逆格子の概念を理解し、X線の回折現象を考える上で、なぜ逆格子の概念が必要
かを説明で きる。
6. X線回折強度を支配している諸因子について説明できる。
7. X線結晶構造解析の原理が説明できる。
8. 簡単な結晶構造において、原子配列の周期性から、その結晶が属する点群と空
間群が判断できる。
9. X線回折強度から結晶の対称性を判別できる。
10. X線回折強度から熱振動などの原子の物理的挙動を類推できる。

◎ ◎

材料分析II

(1)固体材料の元素分析法である原子吸光分析法・蛍光Ｘ線分析
法などの原理と実験手法を理解。
(2)固体材料の同定および構造評価法として重要な粉末Ｘ線回折
法について実験手法およびデータ解析法を習得。
(3)固体材料の熱的性質を簡易に測定できる示差熱重量分析法
の原理と実験手法を解説。
(4)固体材料のミクロ・ナノ構造を評価するための電子顕微鏡法な
どの原理と実験手法を解説。
(5)Ｘ線光電子分光法など固体材料の状態分析法の原理と実験
手法を解説する。

1.各分析手法の原理が説明出来る。
2.各分析手法で何が分かるか説明出来る。
3.各分析法の得失を考察し、分析する材料に適した分析手法が判断出来る。
4.各分析手法を用いて得られる基本的な測定データの解釈と解析ができる。

◎ ◎

応用物理学
(1)波動、光、熱についてのさまざまな現象を理解。
(2)マクロな現象とそのもととなるミクロな原子分子の振る舞いとの
繋がりを解説。

1. 波動・光に共通した数学的記述の基礎を説明できる。
2. 熱力学的な状態とその変化を記述でき、各種の状態量とそれらの間の関係を説明
できる。
3. 授業で扱う物理現象について、関連する物理量のオーダーを概ね判定できる。
4. 光のもつ様々な性質が、どのような場合に顕著になるかを判断できる。
5. 与えられた問題について、最も適切な原理、物理式等を選択できる。

◎

無機材料プ
ロセスI

(1)相平衡の基礎知識を習得。
(2)相平衡図を自分で理解して利用できるようにする。
(3)併せて材料の合成の基礎知識を修得。

1.相平衡図を作製するための基礎的な物理化学が説明できる。
2.材料の温度圧力による変化を予測できる。
3.温度圧力を変えて、所望の材料特性を作り出すことが説明できる。
4.材料についての基礎的知識を得ることが出来る。
5.相平衡図から物理化学条件の変化に対する材料の変化を予測できる。
6.相平衡図を見て、材料の温度圧力による変化を読み取ることが出来る。

○ ◎

無機材料プ
ロセスII

(1)セラミックス粉体の表現方法、粒径・粒径分布の測定方法、
(2)粉体の性質、表面の性質、粉体の製造方法、
(3)セラミックス薄膜の性質と製造方法について学ぶ。

1.粉体の代表径の表現方法と測定方法、粉体・薄膜の性質と製法を理解する。
2.粉体、薄膜の性質を理解し、応用について考える。
3.身の回りにある材料・製品と、粉体・薄膜との関連を考える。

○ ◎

材料反応プ
ロセス

(1)物質の性質や変化の根本原理、一般的法則性を理解する。
(2)分子や物質の動的変化や変化の仕方を学ぶ。
(3)物質(材料)の変化についての速度論的取り扱い。
(4)物質の反応速度とプロセスとの関わりを理解する。

1.物質の変化について、反応速度論の視点で理解でき、またそれを説明できる。
2.速度論的な観点からの評価や判断ができる。 ◎

高分子材料
化学

(1)高分子とは何か、
(2)高分子はどのようにして合成されるのか、
(3)高分子の大きさ、高分子溶液の特徴、
(4)天然に存在する高分子についての基礎的知識。

1.高分子とは何かをr解すること。
2.高分子はどのようにして合成されるのかを理解すること。
3.高分子の大きさ、高分子溶液の特徴、を理解すること。
4.天然に存在する高分子についての基礎的知識を習得し理解すること。

◎

半導体材料

(1)物質の多様な電気伝導性のうち、半導体の電気伝導性の特徴
を理解。
(2)真性半導体シリコンの化学結合・結晶構造と電気伝導性のメカ
ニズムを理解。
(3)不純物半導体（n型・p型半導体）における不純物の効果を理
解。
(4)化合物半導体とその半導体特性の特徴を理解。
(5)p-n接合とその特性、およびp-n接合を用いた基本的な半導体
デバイスについて理解。

1.金属、半導体、外因性半導体、シリコン、化合物半導体、p-n接合の電気伝導性の
特徴とその起源について説明出来る。
2.材料の化学組成・化学結合から、その材料の電気伝導性がある程度予測出来る。
3.電荷キャリアの濃度、移動度、バンドギャップエネルギーが電気伝導率あるいは電
気抵抗率の値とどのような関係にあるかを答う簡単な数値計算が出来る。

◎

複合材料

(1) 材料の力学的性質
(2) 材料設計の基礎を解説する。
(3) 生活の中で使用されている複合材料を知り、性質について。
(4) 工業製品としての複合材料と、その性質について。
(5) 未来の複合材料を考えるための基礎を解説する。

1.材料の物性と組織、複合則を理解する。
2.材料の短所・長所を理解し、複合化のメリットを考える。
3.身の回りの材料(生活用品、工業製品)における複合化を探し、複合化のメリットを
考える。

◎

光電子材料

(1)光についての基礎的知識を解説する。
(2)光を用いた電子デバイス材料について解説する。
(3)光デバイスの動作原理について。
(4)光電子材料の基礎的知識を解説する。

1.光の性質を理解し、説明できる。
2.光デバイスの構造・動作原理を理解し、説明できる。
3.光学材料についての知識を修得できる。
4.光デバイスの動作原理について、光の性質と材料特性から説明できる。

◎

材料設計シ
ミュレーション

(1)材料設計や開発で用いられるコンピュータシミュレーションにつ
いて解説する。
(2)材料の電子・原子・分子レベルの挙動を再現するミクロなシミュ
レーションについて解説する。

1.典型的な粒子シミュレーションプログラムを学生自身が設計・実行できる。
2.シュミレーションプログラムで物理のミクロな性質を理解する。
3.材料設計における粒子シミュレーションの役割を理解する．

◎



電子セラミッ
クス

(1)化学結合と原子、格子欠陥や不定比性に起因する電子の移
動について、結晶の基礎的性質を解説する。
(2)超伝導材料、半導体、イオン導電材料、固体電解質、誘電材
料、酸化物磁性材料、蛍光材料、レ－ザ－材料等について基礎
原理を解説とする。

1.固体における化学結合や内部エネルギ－について理解し、その大きさを計算
できる知識と能力を身につける。
2.結晶の欠陥構造や不定比について理解できる知識と能力を身に付ける。
3.結晶の電子工学分野への応用について、具体例を基に理解したり応用したり
できる能力を身につける。
4.結晶の幾何構造について、原子間距離や原子の大きさを思考し判断する能力
を身につける。

◎

電子材料デ
バイス

(1)金属，半導体，磁性体，誘電体，超伝導体の，エネルギーバン
ド構造，キャリア，発現、メカニズム等について解説する。
(2)材料の特徴（トンネル現象も含む）を利用した電子デバイス（ダ
イオードとトランジスタ，磁性デバイス，誘電体デバイス，超伝導
デバイス）とその応用について解説する。

1.金属と半導体の違いを物性論の立場で説明できる。
2.ｐｎ接合について、その動作原理を説明できる
3.ダイオードの動作原理について説明できる。
4.トランジスタの動作原理について説明できる
5.電界効果型トランジスタの動作原理ついて説明できる
6.日常生活における電子デバイスの果たす役割を実感できる。
7.抵抗、コンデンサ、トランジスタ、発光ダイオード素子を区別できる。
8.電子デバイスの応用方法を提案することができる。
9.電子デバイスを用いた商品構想を提案することができる。
10.技術レポートの作成ができる。

◎

航空宇宙材
料

(1)材料の高温特性。
(2)材料の力学特性。
(3)材料の複合化の基礎。
(4)航空・宇宙材料の最新情報。
(5)未来の材料を考える力を解説する。

1.材料の特性と材料の使用環境を理解する。
2.宇宙環境、高温環境が与える材料への影響を考える。
3.他人の意見の真偽を判断する習慣をつける。
4.自分の夢、材料の夢、技術の夢を考える。
5.論理性、知識、独創性、説得性をレポートで表現できる。

◎

表面機能工
学

(1)物質の表面が持つ物理的・化学的性質
(2)固体表面を機能性材料に応用するための知識と常識
(3)固体表面の性質を理解することによる材料開発の考え方

1.固体表面の化学的性質の理解する。
2.固体表面の化学反応媒体としての機能を理解する。
3.固体表面の性質とその利用法を理解する。
4.機能性材料を創製する場としての固体表面の性質を考えることができる。
5.固体表面の性質を利用した機能性材料の創製および評価を判断できる。

◎

機能性高分
子

(1)高分子物性の基礎と機能性高分子材料の応用展開について
概観し、その基礎理解を培うこと。
(2)代表的な機能性高分子を知ること、高分子の固体物性の基礎
知識を習得し高分子構造と機能の関係を理解すること
(3)高分子機能性材料の基礎知識を習得し理解すること．

１.代表的な機能性高分子の種類と用途を説明できる。 ◎

学外実習 インターンシップ制度を利用し、学外の企業における実習を行う。 1.企業における実務を体験し、材料技術の実際について学ぶ。 ◎
先端材料プ
ロセス

(1)超LSI製造プロセス。
(2)微細加工技術の特徴

1.超LSI製造プロセスやその関連技術が理解できる。 ◎

特許法

(1)特許法、実用新案法、意匠法、商標法に関する産業財産権法
の概要を説明する。
(2)国内外における知的財産に関する状況を説明する。
(3)研究開発や企業活動において産業財産権法を活用できる素
地を解説する。

1.産業財産権法の概要を修得し、活用できる素地を身につける。
2.国内外の特許制度の概要を説明できる。
3.特許について、手続きの概要を理解し、特許性や抵触性の判断に関する基本的事
項を考察できる。
4.知的財産の問題や情報に関心を持つ。

職業指導 職業指導の基本的な考え方・事項と課題について
1.職業指導に関する基本的な事項と課題を説明できる。
2.職業指導に関する基本的な考え方について説明できる。

MOT入門

(1)一般の理工系大学生向けにＭＯＴの概要を理解できるような
内容を解説。
(2)ＭＯＴ(Management of Technology：技術経営）の概念
(3)技術を企業経営にMOTをどのように活用すべきかを解説す
る。

1.ＭＯＴの概念を理解し、今日のわが国においてなぜそのような考え方が重要視され
ているのか、わが国の産業・企業活動の活性化のためにどのような方策が必要かを
理解する。
2.理工系の学生にとって自分の専門分野の知識や技術を将来どのように生かしてい
くのかを主体的に考え、自らの立場において社会に役立つ技術の利用の仕方を判断
できるようにする。
3.技術を活用している産業・企業の実態、さらには社会の動きや今後の動向などに
幅広く関心を持ち、自分の専門分野の知識・技術を活用していく方向性を考えるよう
にする。

◎ ○

研究課題の背景や状況が理解されていて、研究の目的がはっ
きりと示されているか。

研究の背景・目的・手順・結果が論理的に構成されているか。

結果が目的に沿っているか、また、その持つ意味を十分に理
解し、論理的に構成されているか。

結果の重要性や独創性を理解し、アピールできているか、ま
た、それに基づいて今後の課題が整理できているか。
その他、重要事項について

わかり易い発表資料が作成できているか。
内容をよく理解した構成になっているか。

判　定　す　る　項　目

例　卒業研究の達成度判定基準

発表技法に関する到達度判定

発表内容に関する到達度判定
判　定　す　る　項　目 判　 定

    

判　 定

    
内容を理解させる努力がなされているか。
質問に対して、その内容を正確に把握し、的確な応答が出来
るか。

発表態度は適正であるか。

総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）

ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）


